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は
じ
め
に

毎
年
、
多
く
の
一
般
向
け
の
『
万
葉
集
』
関
連
の
書
籍
が
出
版
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
研
究
者
が
出
版
す
る
『
万
葉
集
』
関
連
の
研
究
書

も
そ
れ
と
同
じ
く
、
い
や
そ
れ
以
上
に
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
た
だ
し
、
一
般
向
け
の
書
籍
の
多
く
は
、
概
説
的
な

説
明
で
終
始
さ
れ
て
い
る
の
が
典
型
で
、
そ
れ
に
反
し
て
研
究
者
が
出
版
す
る
研
究
書
は
、
一
つ
の
作
品
な
り
、
一
つ
の
語
句
を
微
に
入

り
細
に
入
り
、
徹
底
的
に
分
析
す
る
も
の
が
多
い
。
ま
た
、
研
究
書
は
、
当
然
な
が
ら
自
分
の
意
見
の
正
当
性
を
徹
底
的
に
主
張
す
る
も

の
で
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
「
専
門
的
す
ぎ
る
」
性
格
か
ら
も
、
そ
れ
ら
は
「
専
門
書
」
と
い
う
名
の
も
と
、
価
格
的
に
も
な
か
な
か
の

代
物
で
も
あ
る
。

例
年
、
大
学
で
講
義
を
し
て
い
て
実
感
す
る
こ
と
は
、
一
般
的
な
書
籍
と
専
門
的
な
研
究
書
と
の
間
に
位
置
す
る
よ
う
な
、
授
業
で
の

講
義
等
に
テ
キ
ス
ト
と
し
て
活
用
で
き
、
ま
た
、
一
般
の
方
々
が
、
さ
ら
に
も
う
一
歩
深
め
て
学
ぶ
た
め
の
『
万
葉
集
』
テ
キ
ス
ト
が
あ

ま
り
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
多
く
の
万
葉
集
研
究
者
の
先
生
方
は
、
授
業
等
で
は
各
自
で
作
成
さ
れ
た
レ
ジ
ュ
メ
や
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
を
活
用
し
て
お
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
映
像
や
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
も
凝
っ
た
個
性
的
な
資
料
を
作
成
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
も
想
像

さ
れ
る
。
し
か
し
、
当
然
、
そ
れ
ら
が
教
員
間
で
共
有
さ
れ
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
と
言
っ
て
よ
い
。

し
た
が
っ
て
、
本
書
は
、
以
上
の
よ
う
な
一
般
書
と
専
門
書
と
の
間
に
位
置
す
る
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
（
レ
ジ
ュ
メ
形
式
の
体
裁
）
を
提

示
す
る
も
の
で
あ
る
。『
万
葉
集
』
の
表
面
的
な
概
説
の
み
を
示
す
一
般
書
よ
り
は
、
さ
ら
に
一
歩
深
く
考
え
て
み
た
い
、
と
い
う
方
々

に
、
か
と
い
っ
て
専
門
書
の
よ
う
に
一
つ
の
意
見
に
執
着
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
な
り
に
『
万
葉
集
』
の
歌
々
を
考
え
て
み
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
、
お
お
げ
さ
に
言
え
ば
、
そ
の
よ
う
な
書
籍
を
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
ど
こ
か
で
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
著
名

な
『
万
葉
集
』
の
歌
も
、
実
は
様
々
な
「
読
み
」（
解
釈
）
が
あ
り
、
一
筋
縄
に
は
い
か
な
い
こ
と
も
多
い
。
私
も
授
業
で
は
、「
ど
の
解

釈
が
正
し
い
の
だ
ろ
う
」「
ど
う
解
釈
し
た
ら
良
い
の
だ
ろ
う
」「
分
か
ら
な
い
」
の
発
言
の
連
続
で
あ
り
、
受
講
し
て
い
る
学
生
は
さ
ぞ
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戸
惑
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
の
よ
う
に
、「
読
み
」
が
定
ま
ら
な
い
か
ら
こ
そ
、『
万
葉
集
』
は
、
ま
だ
ま
だ
研
究
の
余
地

が
あ
る
し
、
そ
れ
も
『
万
葉
集
』
の
魅
力
の
一
つ
で
も
あ
ろ
う
。

本
書
で
は
、
そ
の
よ
う
な
ま
だ
ま
だ
「
分
か
ら
な
い
」「
問
い
」
を
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
体
裁
に
な
っ
て
い
る
。
本
書
は
、

『
万
葉
集
』
の
歌
の
中
で
、
著
名
な
歌
を
選
り
す
ぐ
り
、
そ
れ
を
十
五
の
講
座
（
歌
・
テ
ー
マ
）
と
し
て
取
り
上
げ
、
検
討
す
る
。
ま
た
目

次
的
に
は
古
い
時
代
の
歌
か
ら
新
し
い
時
代
の
歌
へ
（
専
門
的
に
は
第
一
期
か
ら
第
四
期
へ
）
の
配
列
に
も
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
あ
え

て
全
て
を
文
章
化
す
る
の
で
は
な
く
、
多
く
の
用
例
を
並
べ
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
簡
潔
に
箇
条
書
き
で
示
し
、
さ
ら
に
万
葉
歌
が
生
み

出
さ
れ
て
く
る
実
際
の
「
場
」
を
実
感
で
き
る
よ
う
、
多
く
の
写
真
を
羅
列
す
る
、
と
い
う
体
裁
を
取
っ
た
。
一
つ
の
講
義
を
再
現
で
き

る
よ
う
な
「
レ
ジ
ュ
メ
形
式
」
を
使
用
し
て
み
た
次
第
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
方
向
に
論
が
広
が
る
よ
う
に
意
識
す
る
と
同
時

に
、
万
葉
歌
の
背
景
に
広
が
る
実
際
の
「
場
」
に
も
注
視
し
た
。
私
自
身
、
考
古
学
や
歴
史
学
、
ま
た
地
理
学
か
ら
万
葉
歌
を
分
析
す
る

必
要
性
、
万
葉
歌
を
実
際
に
体
感
す
る
必
要
性
（
万
葉
旅
行
）
を
重
視
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
本
十
五
講
座
と
い
う
体
裁
は
、
大
学
の

授
業
で
考
え
る
な
ら
ば
、
一
講
座
を
一
回
の
講
義
で
半
期
分
と
い
う
体
裁
で
あ
る
。
た
だ
し
、
私
の
経
験
上
、
一
つ
の
講
座
は
二
・
三
回
の

授
業
に
も
広
が
り
を
持
つ
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
十
分
に
一
年
以
上
の
題
材
に
も
な
る
は
ず
で
あ
る
。
一
つ
の
講
座
か

ら
さ
ら
に
新
た
な
「
問
い
」
を
導
き
出
し
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
、『
万
葉
集
』
研
究
を
深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
書
を
な
す
に
あ
た
っ
て
は
、
毎
年
毎
週
の
授
業
、
こ
の
十
年
来
の
毎
月
の
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
の
講
義
、
そ
の
他
、
い
ろ
い
ろ

な
場
所
で
講
演
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
核
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
多
く
の
著
書
、
多
く
の
研
究
書
、
さ
ら
に
、
多
く
の
先
生
方
か

ら
の
ご
意
見
が
も
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
点
、
本
書
で
は
、
そ
れ
ら
の
説
の
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
、
出
典
を
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

も
多
い
。「
専
門
書
」
と
し
て
の
位
置
づ
け
で
は
な
い
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
点
は
ご
寛
恕
賜
り
、
逆
に
そ
の
よ
う
な
多
く
の
意
見
の
積
み

重
ね
の
上
に
、
現
在
の
『
万
葉
集
』
の
「
読
み
」
が
で
き
あ
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

本
十
五
講
座
が
、
皆
さ
ま
の
『
万
葉
集
』
へ
の
入
り
口
に
な
り
、
さ
ら
に
は
深
み
に
も
な
り
、
ま
た
本
書
へ
の
「
問
い
」
に
も
な
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
甚
幸
で
あ
る
。
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�

本
書
に
お
け
る
『
万
葉
集
』『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
の
引
用
は
、
基
本
的
に
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』（
小

学
館
）、『
続
日
本
紀
』
の
引
用
は
、『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』（
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。
ま
た
、
掲
載
写
真
は
、
特

に
断
り
の
な
い
限
り
、
著
者
撮
影
に
よ
る
。
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一　
『
万
葉
集
』
と
は

（
１
）
成
立

『
万
葉
集
』
は
、
現
存
す
る
日
本
最
古
の
和
歌
集
で
、
二
十
巻
か
ら
な
り
、
約
四
五
〇
〇
首
の
和
歌
を
収
め
て
い
る
。
編
者
や
成
立
年

代
の
詳
細
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、
成
立
は
奈
良
時
代
後
半
で
あ
り
、
大
伴
家
持
が
、
編
纂
者
の
一
人
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。『
万

葉
集
』
は
段
階
的
に
成
立
し
て
い
き
（
最
初
に
成
立
し
た
の
は
、
一
番
歌
か
ら
五
三
番
歌
ま
で
の
「
原
撰
部
」）、
順
次
、
補
遺
や
増
補
に

よ
っ
て
、
巻
二
十
ま
で
増
幅
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
万
葉
集
』
の
名
義
に
つ
い
て
は
、「
万よ

ろ
づ

の
言こ

と

の
葉
」
説
、「
万よ

ろ

代づ
よ

（
世
）」

説
、「
多
く
の
詩
華
（
葉
）」
説
等
、
多
く
の
説
が
あ
る
が
、
通
説
は
な
い
。

（
２
）
時
代
区
分

詠
作
年
代
は
、
仁
徳
天
皇
か
ら
八
世
紀
中
ご
ろ
ま
で
の
約
四
五
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
舒
明
天
皇
（
六
二
九
年
即
位
）
よ
り
前

の
作
に
は
伝
誦
的
な
性
格
が
つ
よ
い
。
舒
明
天
皇
以
降
は
、
通
常
以
下
の
四
期
に
分
け
ら
れ
る
。

①　

第
一
期　

舒
明
天
皇
～　

壬
申
の
乱
（
六
七
二
年
）　　
　

額
田
王
・
天
智
天
皇
・
有
間
皇
子

②　

第
二
期　

壬
申
の
乱
～　

平
城
京
遷
都
（
七
一
〇
年
）　　

柿
本
人
麻
呂
・
持
統
天
皇
・
大
津
皇
子
・
高
市
黒
人

③　

第
三
期　

平
城
京
遷
都
～
天
平
五
年
（
七
三
三
年
）　　
　

山
部
赤
人
・
大
伴
旅
人
・
山
上
憶
良
・
高
橋
虫
麻
呂

④　

第
四
期　

天
平
六
年
～　

天
平
宝
字
三
年
（
七
五
九
年
）　

大
伴
家
持
・
大
伴
坂
上
郎
女
・
防
人
歌

（
３
）
歌
の
表
記
─
「
訓
字
主
体
表
記
」
と
「
仮
名
書
主
体
表
記
」
─

①　

東
野
炎
立
所
見
而
反
見
為
者
月
西
渡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
巻
１
・
四
八
）　　

  

→ 

第
五
講   
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②　

淡
海
乃
海
夕
浪
千
鳥
汝
鳴
者
情
毛
思
努
尓
古
所
念　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
巻
３
・
二
六
六
）

③　

妹
為　

菅
実
採　

行
吾　

山
路
惑　

此
日
暮　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
巻
７
・
一
二
五
〇
）

④　

春
楊　

葛
山　

発
雲　

立
座　

妹
念　
　
　
　
　
　

    　
　
　
　
　
　
　

（
巻
11
・
二
四
五
三
）

⑤　

余
能
奈
可
波　

牟
奈
之
伎
母
乃
等　

志
流
等
伎
子　

伊
与
余
麻
須
万
須　

加
奈
之
可
利
家
理
（
巻
５
・
七
九
三
）

⑥　

新　

年
乃
始
乃　

波
都
波
流
能　

家
布
敷
流
由
伎
能　

伊
夜
之
家
餘
其
騰　
（
巻
20
・
四
五
一
六
）　

→ 

第
十
五
講

　

・「
訓
字
主
体
表
記
」
……
　

巻
一
～
四
、
六
～
十
三
、
十
六

　

・「
仮
名
書
主
体
表
記
」
……

巻
五
、
十
四
・
十
五
、
十
七
～
二
十

　

→�

『
万
葉
集
』
の
基
本
的
な
こ
と
に
関
し
て
は
、
坂
本
信
幸
・
毛
利
正
守
編
『
万
葉
事
始
』（
和
泉
書
院
・
一
九
九
五
年
）、
上
野

誠
・
鉄
野
昌
弘
・
村
田
右
富
実
編
『
万
葉
集
の
基
礎
知
識
』（K

A
D
O
K
A
W

A

・
二
〇
二
一
年
）
参
照
。

（
４
）
戯
書　

→ 

補
説

①　
〔　
　
　

 

〕
の
野
の　

み
草
刈
り
葺ふ

き　

宿
れ
り
し　

宇う

治ぢ

の
み
や
こ
の　

仮か
り

廬い
ほ

し
思
ほ
ゆ	

（
巻
１
・
七
）

　
　

金
野
乃　

美
草
苅
葺　

屋
杼
礼
里
之　

兎
道
乃
宮
子
能　

借
五
百
礒
所
念

②　

我
が
恋
を　

つ
ま
は
知
れ
る
を　

行
く
舟
の　

過
ぎ
て
来
べ
し
や　

言
も
告
げ
〔　
　
　
　

〕 �

（
巻
10
・
一
九
九
八
）

　
　

吾
戀　

嬬
者
知
遠　

徃
船
乃　

過
而
應
来
哉　

事
毛
告
火

③　

若
草
の　

新
手
枕
を　

ま
き
そ
め
て　

夜
を
や
隔
て
む
〔　
　
　
　

〕
あ
ら
な
く
に�

（
巻
11
・
二
五
四
二
）

　
　

若
草
乃　

新
手
枕
乎　

巻
始
而　

夜
哉
将
間　

二
八
十
一
不
在
國

④　

犬い
ぬ

上か
み

の　

鳥と

籠こ

の
山
な
る　

不い

知さ

哉や

川が
は　

い
さ
〔　
　
　

〕
聞
こ
せ　

我
が
名
告の

ら
す
な�

（
巻
11
・
二
七
一
〇
）

　
　

狗
上
之　

鳥
籠
山
尓
有　

不
知
也
河　

不
知
二
五
寸
許
瀬　

余
名
告
奈
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⑤　

標し
め
ゆ結

ひ
て　

我
が
定
め
〔　
　
　
　

〕
住す

み

吉の
え

の　

浜
の
小
松
は　

後
も
我
が
松	

（
巻
３
・
三
九
四
）

　
　

印
結
而　

我
定
義
之　

住
吉
乃　

浜
乃
小
松
者　

後
毛
吾
松　
　
　

⑥　

世よ
の

間な
か

は　

常
か
く
の
み
か　

結
び
〔　
　
　
　

〕
白
玉
の
緒を

の　

絶
ゆ
ら
く
思
へ
ば� 

（
巻
７
・
一
三
二
一
）

　
　

世
間　

常
如
是
耳
加　

結
大
王　

白
玉
之
緒　

絶
楽
思
者　
　

⑦　

宮み
や
ぎ材

引
く　

泉い
づ
み

の
〔　
　
　

〕
に　

立
つ
民
の　

や
む
時
も
な
く　

恋
ひ
わ
た
る
か
も�

（
巻
11
・
二
六
四
五
）

　
　

宮
材
引　

泉
之
追
馬
喚
犬
二　

立
民
乃　

息
時
無　

恋
渡
可
聞　
　
　
　

⑧　

か
く
し
て
や　

な
ほ
や
ま
も
ら
〔　
　
　

〕
大お

ほ

荒あ
ら

木き

の　

浮う
き

田た

の
社も

り

の　

標し
め

に
あ
ら
な
く
に� 

（
巻
11
・
二
八
三
九
）

　
　

如
是
為
哉　

猶
八
戍
牛
鳴　

大
荒
木
之　

浮
田
之
社
之　

標
尓
不
有
尓　

⑨　

た
ら
ち
ね
の　

母
が
飼か

ふ
蚕こ

の　

繭ま
よ

隠ご
も

り
〔　
　
　

〕
せ
く
も
あ
る
か　

妹
に
逢
は
ず
し
て� 

（
巻
12
・
二
九
九
一
）

　
　

垂
乳
根
之　

母
我
養
蚕
乃　

眉
隠　

馬
声
蜂
音
石
花
蜘
蛛
荒
鹿　

異
母
二
不
相
而

【
資
料
１
】（
４
）
①
・
②　

陰
陽
五
行
説

「高松塚古墳発堀 50 年」
『産経新聞』2022 年 3 月 20 より
（産経新聞社提供　無断転載・複写不可）

（
五
行
）
（
五
時
）
（
五
色
）
（
五
方
）

木

春

青

東

火

夏

赤

南

土

土
用

黄

中

金

秋

白

西

水

冬

黒

北 
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【
資
料
２
】（
４
）
③
・
④   

奈
良
文
化
財
研
究
所
「
木
簡
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス　

木
簡
庫
」https://m

okkanko.nabunken.go.jp/ja/

よ
り

【
資
料
３
】（
４
）
⑤
・
⑥　

王
羲
之
『
蘭
亭
序
』    

永
和
九
年
歳
在
癸
丑
暮
春
之
初
會　
　
　
　
　
　
　
　

于
會
稽
山
陰
之
蘭
亭
脩
禊
事　
　
　
　
　
　
　
　

也
群
賢
畢
至
少
長
咸
集
此
地　
　
　
　
　
　
　
　

梅
花
の
歌
三
十
二
首
并
せ
て
序

有
崇
山
峻
領
茂
林
脩
竹
又
有
清
流
激　
　
　

天
平
二
年
正
月
十
三
日
に
、
帥そ

ち

老ら
う

の
宅
に
萃あ

つ

ま
り
て
、
宴
会
を
の
べ
た
り
。

湍
暎
帶
左
右
引
以
爲
流
觴
曲
水　
　
　
　
　

時
に
初
春
の
令
月
に
し
て
氣
淑よ

く
風
和や

は
ら

ぐ
。
梅
は
鏡
前
の
粉ふ

ん

を
披ひ

ら

き
、
蘭
は
珮ば

い

後ご

の

列
坐
其
次
雖
無
絲
竹
管
弦
之　
　
　
　
　
　

香
を
薫
ら
す
（
略
）�

（
巻
５
・
八
一
五
題
詞
）

盛
一
觴
一
詠
亦
足
以
暢
叙
幽
情

　

是
日
也
天
朗
氣
淸
惠
風
和
暢

　
（
略
）



6

二　

巻
頭
歌
の
訓
読
な
ら
び
に
現
代
語
訳　

雑
歌

　

泊
瀬
朝
倉
宮
御
宇
天
皇
代　

大
泊
瀬
稚
武
天
皇

　
　

天
皇
御
製
歌

�　

�

籠こ

も
よ　

み
籠こ

持も

ち　

堀ふ

串く
し

も
よ　

み
堀ぶ

串く
し

持
ち　

こ
の
岡
に　

菜な

摘つ

ま
す
子　

家
告の

ら
せ　

名
告の

ら
さ
ね　

そ
ら
み
つ　

大や
ま
と和

の
国

は　

お
し
な
べ
て　

我
れ
こ
そ
居を

れ　

し
き
な
べ
て　

我
れ
こ
そ
い
ま
せ　

我
こ
そ
ば　

告の

ら
め　

家
を
も
名
を
も
（
巻
１
・
一
）

（
現
代
語
訳
）

　

�

お
お
、
籠
よ
、
立
派
な
籠
を
持
っ
て
、
お
お
箆へ

ら

よ
、
立
派
な
箆
を
持
っ
て
、
こ
の
岡
で
、
菜
を
摘
ん
で
お
い
で
の
娘
さ
ん
よ
。
あ
な

た
の
家
を
お
っ
し
ゃ
い
、
名
前
を
お
っ
し
ゃ
い
よ
。
霊
威
満
ち
溢
れ
る
、
こ
の
大
和
の
国
は
、
隅
々
ま
で
こ
の
わ
た
し
が
平
ら
げ
て
い

る
の
だ
。
果
て
し
も
な
く
こ
の
わ
た
し
が
治
め
て
い
る
の
だ
。
よ
し
、
わ
た
し
の
方
か
ら
先
に
打
ち
明
け
よ
う
か
、
家
も
名
前
も
。

①　

雑
歌
……
�

「
相
聞
」「
挽
歌
」
と
並
ぶ
万
葉
三
大
部
立
の
一
つ
。「
相
聞
」
が
私
的
な
性
格
、
特
に
男
女
関
係
の
歌
、「
挽
歌
」
が
死

者
の
魂
を
鎮
め
る
歌
で
あ
る
の
に
対
し
、「
雑
歌
」
は
、
野
遊
・
国
見
・
遊
猟
・
行
幸
・
宴
遊
・
遷
都
な
ど
、
天
皇
と

そ
の
周
辺
の
宮
廷
生
活
に
お
け
る
公
的
行
事
の
歌
を
収
め
る
。

②　

�

泊は
つ

瀬せ

朝あ
さ

倉く
ら

宮
み
や
に
あ
め
の
し
た
し
ら
し
め
す

御

宇

天す
め
ら
み
こ
と
の
み
よ

皇
代
……

標
目
＝
歌
が
制
作
さ
れ
た
天
皇
代
を
示
す
も
の
を
指
す
。
巻
三
以
下
に
は
な
い
。

③　

�

大お
お
は
つ
せ
わ
か

泊
瀬
稚
武た

け
の

天す
め
ら
み
こ
と皇

……

下
注
＝
標
目
や
題
詞
な
ど
の
下
に
、
後
人
が
、
小
字
で
書
き
入
れ
た
注
記
の
こ
と
。

④　

天
皇
御
製
歌
……

題
詞
＝
歌
の
前
に
置
か
れ
た
「
作
者
」「
制
作
時
期
」「
制
作
事
情
」
な
ど
を
、
漢
文
で
記
し
た
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
平
安
時
代
以
降
の
和
歌
集
に
つ
い
て
は
、
通
例
「
詞
書
」
と
呼
ぶ
。

桜井市にある白山神社内
「萬葉集發燿讃仰碑」
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三　
『
万
葉
集
』
巻
一
標
目
の
意
義　

＊
巻
頭
歌
関
連
系
譜

　

・�『
万
葉
集
』
巻
一
の
標
目
は
、
巻
一
が
舒
明
天
皇
を
父
祖
と
し
て
、
皇
極
・
斉
明
天
皇
・
天
智
天
皇
・
天
武
天
皇
、
そ
し
て
持
統
天

伊い
が
の賀
采う

ね
め
や
か
こ
の
む
す
め

女
宅
子
娘

光
明
皇
后

大
友
皇
子
（
39
弘
文
）

46
孝
謙

34
舒
明

38
天
智

宮
子

（
48
称
徳
）

43
元
明

45
聖
武

42
文
武

41
持
統

草
壁
皇
子

44
元
正

40
天
武

35
皇
極

（
37
斉
明
） 

36
孝
徳

14
仲
哀
天
皇

17
履
中
天
皇

15
応
神
天
皇

16
仁
徳
天
皇

18
反
正
天
皇

20
安
康
天
皇

19
允
恭
天
皇

神
功
皇
后

21
雄
略
天
皇

22
清
寧
天
皇

※（
傍
線
の
天
皇
は
、
巻
一
で
標
目
の
立
て
ら
れ
て
い
る
天
皇
）
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皇
・
文
武
天
皇
へ
と
皇
位
が
ま
っ
す
ぐ
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
と
い
う
「
皇
統
」
の
歴
史
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

・『
万
葉
集
』
巻
一
（
雑
歌
）・
二
（
相
聞
・
挽
歌
）
の
位
置
づ
け

　
　

……
「
舒
明
皇
統
歌
集
」（
伊
藤
博
『
萬
葉
集
の
構
造
と
成
立 

上
・
下
』
塙
書
房
・
一
九
七
四
年
）

　
　
　
　
「
天
武
・
持
統
皇
統
歌
集
」（
品
田
悦
一
『
万
葉
集
の
た
く
ら
み
』K

A
D
O
K
A
W

A

・
二
〇
二
五
年
）

四　

雄
略
天
皇
と
は

・
雄
略
天
皇
……


『
日
本
書
紀
』
で
は
第
二
十
一
代
で
、
大お

お
は
つ
せ
わ
か
た
け
る

泊
瀬
幼
武
天
皇
と
表
記
し
、『
古
事
記
』
で
は
大
長
谷
若
建
命
と
表
記
す
る
。
允
恭
天
皇
第

五
子
。
母
は
忍
坂
大
中
姫
命
。
兄
の
安
康
天
皇
が
眉ま

よ
わ弱

王
に
暗
殺
さ
れ
る
と
、
王
と
王
を
保
護
し
た
葛か

ず
ら
き
の
つ
ぶ
ら

城
円
大
臣
を
攻
め
殺
し
、
ま

た
兄
の
黒
彦
・
白
彦
、
従
兄
弟
の
市い

ち
の
べ
の
お
し
は

辺
押
磐
・
御み

馬ま

の
諸
皇
子
ら
、
皇
位
継
承
候
補
を
み
な
殺
し
て
泊は

つ

瀬せ
の

朝あ
さ

倉く
ら

宮
に
即
位
し
た
と
い
う
。

記
紀
は
、
こ
の
ほ
か
葛
城
の
一ひ

と

言こ
と

主ぬ
し

神
と
の
交
渉
や
数
多
く
の
求
婚
伝
説
を
伝
え
る
が
、
比
較
的
長
期
の
在
位
中
に
葛
城
氏
を
は
じ
め
、

大
和
・
河
内
の
諸
豪
族
を
制
圧
し
て
政
略
結
婚
を
要
求
し
た
と
思
わ
れ
、『
日
本
書
紀
』
に
は
吉
備
氏
も
征
服
し
て
南
朝
鮮
に
出
兵
し
中

国
の
南
朝
へ
も
遣
使
し
た
と
あ
る
。
中
国
側
の
諸
史
料
に
み
え
る
、
い
わ
ゆ
る
倭
の
五
王
の
最
後
の
武
王
が
雄
略
に
あ
た
る
と
さ
れ
、

『
宋
書
』
の
夷
蛮
伝
が
引
用
す
る
四
七
八
年
の
上
表
文
か
ら
は
、
南
朝
鮮
で
の
倭
の
権
益
維
持
が
困
難
だ
っ
た
情
況
が
う
か
が
え
る
。
さ

ら
に
、
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
に
解
読
さ
れ
た
埼
玉
県
の
稲
荷
山
古
墳
の
鉄
剣
銘
で
は
、
雄
略
在
世
中
の
「
辛
亥
（
四
七
一
）

年
」
当
時
に
「
獲
加
多
支
鹵
大
王
」
と
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
熊
本
県
の
江
田
船
山
古
墳
の
太
刀
銘
も
同
様
に
解
読
さ
れ
て
、

一
部
に
は
異
説
も
あ
る
も
の
の
、
五
世
紀
後
半
雄
略
時
代
の
大
和
政
権
の
勢
力
は
、
関
東
か
ら
九
州
に
ま
で
及
ん
で
い
た
と
推
測
さ
れ
る

に
至
っ
た
。
な
お
『
万
葉
集
』
巻
頭
の
歌
が
雄
略
御
製
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
、
雄
略
朝
は
日
本
古
代
の
画
期
と
し
て
後
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世
に
記
憶
さ
れ
た
と
の
説
も
あ
る
。�

（『
国
史
大
辞
典
』
参
照
）

○
稲
荷
山
古
墳
出
土
鉄
剣
銘
（
所
有
・
国
〔
文
化
庁
保
管
〕、「
埼
玉
県
立
さ
き
た
ま
史
跡
の
博
物
館
」
提
供
）　

（
表
）

（
裏
一
部
）�

（
略
）
世
々
、
杖
刀
人
の
首
と
為
り
、
奉

事
し
来
り
今
に
至
る
。
ワ
カ
タ
ケ
ル
の
大

王
の
寺
シ
キ
の
宮
に
在
る
時
、
吾
、
天
下

を
左
治
し
（
以
下
略
）

さきたま古墳群内　稲荷山古墳

さきたま古墳群内丸墓山古墳から
眺める富士山
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五　

伝
承
か
ら
見
る
雄
略
天
皇
像

天
皇
遊
び
行
で
ま
し
て
、
美み

わ
か
わ

和
河
に
至
り
ま
し
し
時
、
河
の
辺
に
衣
洗
へ
る
童を

と
め女

有
り
き
。
其
の
容か

た
ち姿

甚い
た
く
う
る
は麗

し
か
り
き
。
天
皇
其

の
童
女
に
問
ひ
た
ま
ひ
し
く
、「
汝
は
誰
が
子
ぞ
」
と
と
ひ
た
ま
へ
ば
、
答
へ
て
白
し
し
く
、「
己お

の

が
名
は
引ひ

け
た
べ

田
部
の
赤あ

か
ゐ
こ

猪
子
と
謂
ふ

ぞ
」
と
ま
を
し
き
。
爾
に
詔
ら
し
め
た
ま
ひ
し
く
、「
汝
は
夫を

に
嫁あ

は
ざ
れ
。
今
喚め

し
て
む
」
と
の
ら
し
め
た
ま
ひ
て
、
宮
に
還
り
坐ま

し

き
。
故
、
其
の
赤
猪
子
、
天
皇
の
命
を
仰
ぎ
待
ち
て
、
既
に
八や

と
そ
せ

十
歳
を
経
ぬ
。
是
に
赤
猪
子
以お

為も

ひ
け
ら
く
、「
命
を
望あ

ふ

ぎ
し
間
に
、
已

に
多
き
年
を
経
て
、
姿か

た
ち体

痩
せ
萎
え
、
更
に
恃た

の

む
所
無
し
。
然
れ
ど
も
待
ち
し
情こ

こ
ろ

を
顕
さ
ず
て
は
、
悒い

ぶ
せ

き
に
忍
び
ず
」
と
お
も
ひ
て
、

百も
も

取と
り

の
机つ

く
え
し
ろ代

物
を
持
た
し
め
て
、
参
出
て
貢た

て

献ま
つ

り
き
。
然
る
に
天
皇
、
既
に
先
に
命
り
た
ま
ひ
し
事
を
忘
ら
し
て
、
其
の
赤
猪
子
に
問

ひ
て
曰
り
た
ま
ひ
し
く
、「
汝
は
誰
が
老を

み
な女

ぞ
。
何
由
以
参
来
つ
る
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
爾
に
赤
猪
子
、
答
へ
て
白
し
し
く
、「
其
の
年

の
其
の
月
、
天
皇
の
命
を
被か

が
ふ

り
て
、
大
命
を
仰
ぎ
待
ち
て
、
今
日
に
至
る
ま
で
八
十
歳
を
経
ぬ
。
今
は
容
姿
既
に
老
い
て
、
更
に
恃
む

所
無
し
。
然
れ
ど
も
己
が
志
を
顕
し
白
さ
む
と
し
て
参
出
し
に
こ
そ
」
と
ま
を
し
き
。
是
に
天
皇
、
大
く
驚
き
て
、「
吾
は
既
に
先
の
事

を
忘
れ
つ
。
然
る
に
汝
は
志
を
守
り
命
を
待
ち
て
、
徒

い
た
づ
ら

に
盛
り
の
年
を
過
ぐ
し
し
、
是
れ
甚い

た
く
め
ぐ愛

く
悲
し
」
と
の
り
た
ま
ひ
て
、
心
の

裏
に
婚ま

か

む
と
欲お

も

ほ
せ
ど
も
、
其
の
極
め
て
老
い
し
を
憚
り
て
、
婚ま

く

を
え
成
さ
ぬ
こ
と
を
い
た
み
た
ま
ひ
て
、
御
歌
を
賜
ひ
き
。

�

（『
古
事
記
』
下
巻　

雄
略
天
皇
条
）

少ち
い
さ
こ
べ

子
部
の
栖す

が
る軽

は
、
泊
瀬
の
朝
倉
の
宮
に
、
二
十
三
年
天
の
下
治
め
た
ま
ひ
し
雄
略
天
皇
大
泊
瀬
稚わ

か
た
け武

の
天
皇
と
謂
す
の
随
身
に
し

て
、
肺し

脯ふ

の
侍
者
な
り
き
。
天
皇
、
磐い

は
れ余

の
宮
に
住
み
た
ま
ひ
し
時
に
、
天
皇
、
后
と
大
安
殿
に
寝
て
婚
合
し
た
ま
へ
る
時
に
、
栖
軽
知

ら
ず
し
て
参
ゐ
入
り
き
。
天
皇
恥
ぢ
て
輟や

み
ぬ
。

時
に
当
り
て
、
空
に
電

い
か
づ
ち

鳴
り
き
。
即
ち
天
皇
、
栖
軽
に
勅
し
て
詔の

た
ま

は
く
、「
汝
、
鳴
雷
を
請
け
奉
ら
む
や
」
と
の
た
ま
ふ
。
答
へ
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て
白
さ
く
、「
請
け
ま
つ
ら
む
」
と
ま
う
す
。
天
皇
詔の

た
ま言

は
く
、「
爾
ら
ば
汝
請
け
奉
れ
」
と
の
た
ま
ふ
。
栖
軽
勅
を
奉
り
て
宮
よ
り
罷
り

出
づ
。
緋あ

け

の
縵か

づ
ら

を
額
に
著
け
、
赤
き
幡
桙
を
擎さ

さ

げ
て
、
馬
に
乗
り
、
阿
倍
の
山
田
の
前
の
道
と
豊
浦
寺
の
前
の
路
と
よ
り
走
り
往
き
ぬ
。

軽
の
諸
越
の
衢ち

ま
た

に
至
り
、
叫さ

囁け

び
て
請
け
て
言
さ
く
、「
天
の
鳴な

る
か
み

電
神
、
天
皇
請
け
呼
び
奉
る
云
々
」
と
ま
う
す
。
然
し
て
此
よ
り
馬

を
還
し
て
走
り
て
言
さ
く
、「
電
神
と
雖
も
、
何
の
故
に
か
天
皇
の
請
け
を
聞
か
ざ
ら
む
」
と
ま
う
す
。
走
り
還
る
時
に
、
豊
浦
寺
と
飯

岡
と
の
間
に
、
鳴
電
落
ち
て
在
り
。
栖
軽
み
て
神
司
を
呼
び
、
轝こ

し
こ籠

に
入
れ
て
大
宮
に
持
ち
向
ひ
、
天
皇
に
奏
し
て
言
さ
く
、「
電
神
を

請
け
奉
れ
り
」
と
ま
う
す
。
時
に
電
、
光
を
放
ち
明
り
炫
け
り
。
天
皇
見
て
恐
り
偉た

た
は

し
く
幣み

て

帛ぐ
ら

を
進

た
て
ま
つ

り
、
落
ち
し
処
に
返
さ
し
め
た

ま
ひ
き
と
者
へ
り
。
今
に
電
の
岡
と
呼
ぶ
。
古
京
の
少お

は
り
だ

治
田
の
宮
の
北
に
在
り
と
者
へ
り
。

然
る
後
時
に
、
栖
軽
卒
せ
ぬ
。
天
皇
勅
し
て
七
日
七
夜
留
め
た
ま
ひ
、
彼
が
忠
信
を
詠し

の

ひ
、
電
の
落
ち
し
同
じ
処
に
彼
の
墓
を
作
り

た
ま
ひ
き
。
永
く
碑
文
の
柱
を
立
て
て
言
は
く
、「
電
を
取
り
し
栖
軽
が
墓
な
り
」
と
い
へ
り
。
此
の
電
、
悪
み
怨
み
て
鳴
り
落
ち
、
碑

文
の
柱
を
踊く

ゑ
践ふ

み
、
彼
の
柱
の
析
け
し
間
に
、
電は

さ
ま揲

り
て
捕
へ
ら
ゆ
。
天
皇
、
聞
し
て
電
を
放
ち
し
に
死
な
ず
。
電
慌
れ
て
七
日
七
夜

留
ま
り
て
在
り
き
。
天
皇
の
勅
使
、
碑
文
の
柱
を
樹
て
て
言
は
く
、「
生
き
て
も
死
に
て
も
電
を
捕
れ
る
栖
軽
が
墓
な
り
」
と
い
ひ
き
。

所
謂
古
時
、
名
づ
け
て
電
の
岡
と
為
ふ
語
の
本
、
是
れ
な
り
。�

（『
日
本
霊
異
記
』「
雷
を
捉
ふ
る
縁　

第
一
」）

【
ま
と
め
】

巻
頭
歌
は
、
日
本
古
代
の
画
期
と
し
て
の
大
和
の
王
者
・
雄
略
天
皇
の
成
婚
を
示
す
、
た
い
へ
ん
め
で
た
い
歌
と
捉
え
ら
れ
る
。
古
代

に
お
い
て
、
結
婚
は
、
た
だ
ち
に
子
孫
の
繁
栄
や
豊
か
な
生
産
の
予
祝
を
意
味
し
た
。
当
該
歌
は
、
天
皇
と
そ
の
土
地
の
娘
と
の
結
婚
を

意
味
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
そ
の
土
地
が
、
大
き
く
栄
え
る
こ
と
を
も
意
味
す
る
。
ま
た
、
当
該
歌
の
音
数
律
は
、
３
・
４
・
５
・
６

と
、
順
次
リ
ズ
ム
が
せ
り
上
が
る
形
式
を
持
ち
、
こ
れ
は
、
万
物
の
萌
え
出
る
季
節
で
あ
る
「
春
」
と
い
う
当
該
歌
の
設
定
、
ま
た
、
歌

全
体
の
生
気
に
満
ち
て
い
る
状
況
と
も
密
接
に
結
び
つ
く
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
当
該
歌
は
、『
万
葉
集
』
巻
頭
を
飾
る
の
に
ふ
さ
わ

し
い
歌
と
言
え
る
。
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六　

額
田
王
の
出
自

●�

額
田
王
は
、
初
期
万
葉
を
代
表
す
る
歌
人
の
一
人
で
あ
る
。
そ
の
歌
作
は
長
歌
三
首
、
短
歌
九
首
の
計
十
二
首
。
詠
作
年
代
は
孝
徳
・

斉
明
朝
こ
ろ
か
ら
持
統
朝
に
ま
で
及
ん
で
お
り
、
初
期
万
葉
最
大
の
歌
人
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
。

・
以
下
は
、『
日
本
書
紀
』
が
記
す
、
唯
一
の
額
田
王
に
つ
い
て
の
公
的
な
記
録
で
あ
る
。

�

天
皇
、
初
め
鏡
王
の
女む

す
め

額
田
姫
王
を
聚め

し
て
、
十と

を
ち市

皇
女
を
生な

し
ま
せ
り
。（『
日
本
書
紀
』
天
武
天
皇
二
年
〔
六
七
三
〕
二
月
）

・�『
懐
風
藻
』
に
見
ら
れ
る
葛
野
王
の
記
事
（「
葛
野
王
伝
」
大
宝
元
年
〔
七
〇
一
〕
に
三
十
七
歳
と
す
る
）、
な
ら
び
に
『
日
本
書
紀
』

等
か
ら
、
額
田
王
の
出
生
は
、
舒
明
朝
と
考
え
ら
れ
る
。

36
孝
徳

有
間
皇
子

34
舒
明

38
天
智

大
友
皇
子
（
39
弘
文
）

41
持
統

37
斉
明

葛か
ど
の野
王

お
お
き
み 

（
35
皇
極
）

40
天
武

十
市
皇
女

鏡
王

額
田
王
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七　

皇
極
天
皇
時
代
の
額
田
王

　

明
日
香
の
川
原
の
宮
に
天
の
下
知
ら
し
め
す
天
皇
の
代　

天あ
め

豊と
よ

財た
か
ら

重い
か

日し
ひ

足た
ら
し

姫ひ
め

天
す
め
ら
み
こ
と皇

　
　

額
田
王
の
歌　

い
ま
だ
詳つ

ま
び

ら
か
な
ら
ず

秋
の
野
の　

み
草
刈
り
葺ふ

き　

宿
れ
り
し　

宇う

治ぢ

の
み
や
こ
の　

仮か
り

廬い
ほ

し
思
ほ
ゆ�

（
巻
１
・
七
）

金
野
乃　

美
草
苅
葺　

屋
杼
礼
里
之　

兎
道
乃
宮
子
能　

借
五
百
磯
所
念　
　
　

　
　
　

�

右
、
山
上
憶
良
大
夫
が
類る

い
じ
ゅ
う
か

聚
歌
林り

ん

に
検た

だ

す
に
、
曰
く
、「
一
書
に
、
戊

つ
ち
の
え

申さ
る

の
年
、
比ひ

良ら

宮
に
幸い

で
ま

せ
る
と
き
の
大
御
歌
」
と

い
ふ
。
た
だ
し
、
紀
に
は
「
五
年
の
春
の
正
月
己

つ
ち
の
と

卯う

の
朔

つ
き
た
ち

の
辛か

の

巳と
み

に
、
天
皇
紀
伊
の
温ゆ泉
よ
り
至
り
ま
す
。
三
月

戊
つ
ち
の
え

寅と
ら

の
朔

つ
き
た
ち

に
、
天
皇
吉
野
の
宮
に
幸い

で
ま

し
て
肆と

よ
の
あ
か
り宴

し
た
ま
ふ
。
庚か

の
え

辰た
つ

の
日
に
、
天
皇
近あ

ふ
み江

の
比
良
の
浦
に
幸い

で
ま

す
」
と
い
ふ
。

（
現
代
語
訳
）

　

�

秋
の
野
の
み
草
を
刈
り
取
っ
て
屋
根
を
葺
き
、
旅
宿
り

を
し
た
宇
治
の
仮
宮
、
あ
の
宮
ど
こ
ろ
の
、
仮
の
廬
が

思
わ
れ
る
。

伝飛鳥板蓋宮跡（皇極天皇・斉明天
皇の宮）
※飛鳥浄御原宮跡（天武天皇の宮）

飛鳥川原宮跡（川原寺）
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（
１
）
題
詞
と
左
注
と
の
矛
盾

〔
標
題
〕
明
日
香
の
川
原
の
宮
に
天
の
下
知
ら
し
め
す
天
皇
の
代
……

皇
極
天
皇

〔
題
詞
な
ら
び
に
下
注
〕
作
者
を
め
ぐ
る
異
伝
が
存
在
す
る
こ
と
を
、
編
者
が
意
識
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

〔
左
注
〕　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

・�『
類
聚
歌
林
』
は
、
山
上
憶
良
の
編
纂
し
た
歌
集
。『
万
葉
集
』
の
左
注
に
九
箇
所
引
用
さ
れ
る
の
み
で
、
原
本
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。

左
注
に
お
け
る
引
用
は
、
一
例
を
除
き
、
巻
一
・
二
に
限
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
注
記
を
持
つ
歌
は
、
全
て
皇
室
関
係
の
歌
で
あ

る
。
東
宮
侍
講
（
聖
武
天
皇
の
皇
子
時
代
）
で
あ
っ
た
憶
良
が
、
作
成
し
た
教
材
だ
っ
た
可
能
性
を
推
定
す
る
研
究
者
も
い
る
。

　

・�

額
田
王
に
は
、
作
者
の
異
伝
注
記
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。
当
該
歌
の
み
な
ら
ず
、
八
・
十
七
・
十
八
番
歌
に
は
、

『
類
聚
歌
林
』
を
引
用
し
た
注
記
が
付
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
異
伝
に
お
い
て
は
、
天
皇
あ
る
い
は
そ
れ
に
準
ず
る
人
物
が
作
者

と
さ
れ
て
い
る
。

●
「
額
田
王
作
歌
説
」（
題
詞
）
と
、「
天
皇
御
製
歌
説
（
大
御
歌
）」（
左
注
）
と
の
矛
盾

　
　

→　

額
田
王
代
作
歌
人
説

（
２
）
歌
の
解
釈

　

・�

額
田
王
が
、
皇
極
天
皇
の
意
を
汲
ん
で
詠
ん
だ
歌
と
捉
え
ら
れ
る
。
想
起
さ
れ
て
い
る
の
は
、
舒
明
天
皇
行
幸
時
の
こ
と
で
あ
り
、

か
つ
て
夫
と
行
幸
を
と
も
に
し
た
宇
治
の
地
に
再
び
立
ち
、
追
憶
を
深
め
る
と
と
も
に
、
大
き
な
感
慨
を
覚
え
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

額
田
王
は
、
そ
の
感
動
を
皇
極
天
皇
に
代
わ
っ
て
詠
み
あ
げ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

・
み
草
……

ス
ス
キ
の
こ
と
。
ミ
は
そ
れ
が
神
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
わ
す
接
頭
辞
。

　

・
野　

……
�

も
と
も
と
人
が
た
や
す
く
足
を
踏
み
入
れ
て
は
な
ら
な
い
神
の
領
域
で
あ
り
、
そ
こ
に
生
え
る
ス
ス
キ
も
異
世
界
の
も
の



15　第一講　万葉集巻頭歌から額田王の世界へ

で
あ
り
、
神
の
許
し
を
得
て
は
じ
め
て
刈
り
い
れ
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
の
説
も
あ
る
。

　

・
宇
治
……

宇
治
は
、
近
江
へ
の
道
筋
に
あ
た
る
土
地
。
行
幸
に
際
し
て
は
そ
こ
に
、
行
宮
が
設
け
ら
れ
た
。

　

・
思
ほ
ゆ
……

「
思
ほ
ゆ
」
で
結
ん
だ
回
想
の
歌
の
最
古
の
例
。

●
「
仮
廬
」
で
は
あ
っ
て
も
、
祝
福
す
べ
き
宮
が
宇
治
の
地
に
生
ま
れ
た
こ
と
に
な
る
。
讃
美
の
対
象
と
し
て
絶
対
化
さ
れ
て
い
る
。

【
ま
と
め
】 

舒
明
朝
の
行
幸
と
い
う
体
験
を
共
に
し
、
追
想
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
そ
の
感
動
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
皇
極
天
皇
の
身
近
に

い
た
も
の
こ
そ
が
詠
む
こ
と
の
で
き
た
回
想
で
あ
ろ
う
。
単
に
「
代
作
」
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
皇
極
天
皇
と
の
思
い
を
共
有
す
る

人
々
の
代
表
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
思
い
を
代
弁
す
る
と
こ
ろ
が
、
当
該
歌
の
本
質
で
あ
ろ
う
。

八　

斉
明
天
皇
時
代
の
額
田
王
─
熟
田
津
の
歌
─

（
１
）
訓
読
な
ら
び
に
現
代
語
訳

　

後
の
岡
本
の
宮
に
天
の
下
知
ら
し
め
す
天
皇
の
代　

天あ
め

豊と
よ

財た
か
ら

重い
か
し
ひ日

足た
ら
し

姫ひ
め

天す
め
ら
み
こ
と皇

、
後
に
後
の
岡
本
の
宮
に
即
位
し
た
ま
ふ

　
　

額
田
王
の
歌

熟
田
津
に　

船
乗
り
せ
む
と　

月
待
て
ば　

潮
も
か
な
ひ
ぬ　

今
は
漕
ぎ
出
で
な�

（
巻
１
・
八
番
）

　
　
　

�

右
は
、
山
上
憶
良
大
夫
が
類
聚
歌
林
に
検
す
に
曰
は
く
、「
飛
鳥
の
岡
本
宮
に
天
の
下
知
ら
し
め
す
天
皇
の
元
年
己

つ
ち
の
と

丑う
し

の
、

九
年
丁ひ

の
と

酉と
り

の
十
二
月
己

つ
ち
の
と

巳み

の
朔

つ
き
た
ち

の
壬

み
づ
の
え

午う
ま

に
、
天
皇
・
大お

ほ
き
さ
き后

、
伊
予
の
湯
の
宮
に
幸い

で
ま

す
。
後
の
岡
本
の
宮
に
天
の
下

知
ら
し
め
す
天
皇
の
七
年
辛か

の
と
と
り酉

の
春
正
月
丁ひ

の
と

酉と
り

の
朔
の
壬

み
づ
の
え

寅と
ら

に
、
御
船
西
つ
か
た
に
征
き
、
始
め
て
海う

み
ぢ路

に
就
く
。
庚

か
の
え

戌い
ぬ

に
、
御
船
伊
予
の
熟
田
津
の
石い

は

湯ゆ

の
行か

り

宮み
や

に
泊は

つ
。
天
皇
、
昔む

か
し日

の
な
ほ
し
存の

こ

れ
る
物
を
御み

そ
こ
な
は覧

し
て
、
そ
の
時
に
た
ち
ま
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ち
に
感
愛
の
情こ

こ
ろ

を
起
し
た
ま
ふ
。
こ
の
故
に
よ
り
て
歌み

う
た詠

を
製つ

く

り
て
哀か

傷な

し
び
た
ま
ふ
」
と
い
ふ
。
す
な
は
ち
、
こ
の
歌
は

天
皇
の
御
製
な
り
。
た
だ
し
、
額
田
王
が
歌
は
別
に
四
首
あ
り
。

（
現
代
語
訳
）

　

�

熟
田
津
か
ら
船
出
し
よ
う
と
月
の
出
を
待
っ
て
い
る
と
、
待
ち
望
ん
だ
と
お
り
、
月
も
出
、
潮
の
流
れ
も
ち
ょ
う
ど
よ
い
具
合
に
な
っ

た
。
さ
あ
、
今
こ
そ
漕
ぎ
出
そ
う
ぞ
。

（
２
）
歴
史
的
背
景

　

・�

斉
明
六
年
（
六
六
〇
）
の
七
月
に
、
百
済
が
滅
亡
と
い
う
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
情
勢
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
出
来
事
が
起
き
た
。

さ
っ
そ
く
、
朝
廷
は
翌
年
の
斉
明
七
年
、
百
済
救
援
の
た
め
に
、
朝
鮮
半
島
へ
の
派
兵
を
決
意
。
倭
国
の
船
団
は
、
斉
明
七
年
（
六

六
一
）
の
一
月
六
日
、
難
波
津
を
出
航
し
、
九
州
へ
向
か
っ
た
。
一
月
十
四
日
に
は
、
伊
予
の
熟
田
津
の
石
湯
（
道
後
温
泉
）
に
到

着
、
三
月
二
十
五
日
に
那
の
大
津
（
博
多
）
に
着
い
た
。

　

・�

こ
の
船
団
に
は
、
斉
明
天
皇
以
下
、
中
大
兄
皇
子
（
天
智
）・
大
海
人
皇
子
（
天
武
）、
鸕う

の
の
さ
ら
ら

野
讚
良
皇
女
（
持
統
）
な
ど
、
朝
廷
中
枢

部
の
ほ
と
ん
ど
が
参
加
す
る
大
規
模
な
も
の
で
あ
り
、
額
田
王
も
同
船
し
て
い
た
。

　

・�

こ
の
熟
田
津
と
は
、
現
在
の
愛
媛
県
松
山
市
の
辺
り
に
存
在
し
て
い
た
港
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
場
所
で
額
田
王
は
、
出
航

を
促
す
、
当
該
歌
を
詠
ん
で
い
る
。

　

・�

一
行
が
博
多
湾
に
到
着
し
て
か
ら
四
か
月
後
、
斉
明
天
皇
が
崩
御
す
る
。
中
大
兄
皇
子
（
後
の
天
智
天
皇
）
は
称
制
し
て
百
済
に
出

兵
し
た
。
天
智
二
年
（
六
六
三
）
の
八
月
に
、
白
村
江
に
到
着
し
た
倭
・
百
済
連
合
軍
は
、
唐
・
新
羅
連
合
軍
と
激
突
し
た
が
、
開

戦
か
ら
わ
ず
か
十
日
あ
ま
り
で
大
敗
を
喫
し
て
し
ま
う
。
敗
走
す
る
倭
軍
は
、
各
地
で
転
戦
中
の
兵
士
お
よ
び
亡
命
を
希
望
す
る
百

済
の
遺
民
を
結
集
し
て
帰
国
。
国
を
防
御
す
る
た
め
に
、
各
地
に
朝
鮮
式
の
水
城
や
山
城
を
築
く
。　
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　〔
長
い
熟
田
津
滞
在
と
夜
の
船
出
〕　　
　
　

＊
夜
の
船
出
……

直
木
孝
次
郎
『
夜
の
船
出
』（
塙
書
房
・
一
九
八
五
年
）
参
照

　

・
１
／
６　

難
波
出
港

　

・
１
／
14　

熟
田
津
着
……

通
常
コ
ー
ス
と
は
異
な
る
。

　
　

長
い
熟
田
津
滞
在　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
３
／
17
～
23　

大
潮
…
船
出
に
適
す
る　
　

　
　
　
　
　
　

斉
明
天
皇
の
静
養
（
六
七
歳
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
３
／
17　

月
の
出　

午
後
八
時
二
十
分

　
　
　
　
　
　

大
田
皇
女
の
療
養　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

満
潮　
　

午
後
十
時
三
十
分

　
　
　
　
　
　

大
規
模
な
外
征
に
よ
る
人
と
物
と
の
徴
発　
　
　
　
　
　
　
　

＊
３
／
18　

月
の
出　

午
後
九
時
二
十
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

満
潮　
　

午
後
十
一
時
十
一
分

　

・
３
／
25　

那
の
大
津
（
博
多
）
着　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊�

天
皇
一
行
の
乗
っ
た
船
が
、
大お

お
く伯

の
海
の
上
（
現
・
岡
山
県
瀬
戸
内
市
（
旧
邑
久
郡
）
の
沿
岸
）
を
通
過
し
て
い
る
時
に
、
大
田
皇

女
（
鸕
野
讚
良
皇
女
の
姉
）
が
大
伯
皇
女
を
出
産
。
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�

天
豊
財
重
日
足
姫
天
皇
（
斉
明
天
皇
）
と
間
人
皇
女
と
を
小
市
岡
上
陵
に
合
せ
葬
せ
り
。
是
の
日
に
、
皇
孫
大
田
皇
女
を
、
陵
の

前
の
墓
に
葬
す
。�

（『
日
本
書
紀
』
天
智
天
皇
六
年
（
六
六
七
）
条
）

【
ま
と
め
】

当
該
歌
は
、
白
村
江
の
戦
い
の
直
前
、
人
と
物
と
の
徴
発
の
た
め
の
長
い
熟
田
津
滞
在
を
終
え
、
今
ま
さ
に
熟
田
津
を
出
航
し
よ
う
と

し
た
際
に
、
斉
明
天
皇
に
な
り
代
わ
り
、
額
田
王
が
詠
ん
だ
も
の
と
推
測
で
き
る
。
斉
明
天
皇
を
筆
頭
に
、
船
団
に
い
る
人
々
の
思
い
・

覚
悟
が
当
該
歌
に
託
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
瀬
戸
内
海
に
お
け
る
夜
の
船
出
は
、
夜
間
の
陸
風
（
陸
か
ら
海
に
向
け
て
の
風
）
と
瀬
戸

内
海
の
潮
の
流
れ
を
熟
知
し
て
い
た
当
時
の
人
々
の
航
海
術
が
背
景
に
垣
間
見
ら
れ
る
。

牽牛子塚古墳（斉明天皇陵）と
越塚御門古墳（大田皇女陵）
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九　

巻
１
・
九
番
難
訓
歌
の
現
在

　
　

紀
の
温ゆ泉
に
幸い

で
ま

し
し
時
に
、
額
田
王
の
作
れ
る
歌

莫
囂
圓
隣
之
大
相
七
兄
爪
湯
気　

わ
が
背
子
が　

い
立
せ
り
け
む　

厳い
つ

橿か
し

が
本も

と�

（
巻
１
・
九
）

莫
囂
圓
隣
之
大
相
七
兄
爪
湯
気　

吾
瀬
子
之
射
立
為
兼
五
可
新
何
本

契丹

新羅

高句麗

倭国

百済唐

扶餘城扶餘城扶餘城

新城新城新城

国内城国内城国内城
安市城安市城安市城

平壌平壌平壌登州登州登州

成山成山成山

熊津熊津熊津

扶余扶余扶余
金城（慶州）金城（慶州）金城（慶州）

日本海日本海日本海

宋州宋州宋州

蘇州蘇州蘇州
杭州杭州杭州

明州明州明州
台州台州台州

岳州岳州岳州

黄州黄州黄州 倭軍の推定進路

新羅軍の推定進路

唐軍の推定進路

熱田津熱田津熱田津博多津博多津博多津

難波津難波津難波津

筑紫太宰筑紫太宰筑紫太宰

南海島南海島南海島

幽州幽州幽州

潤州潤州潤州

対馬対馬対馬
壱岐壱岐壱岐

漢城漢城漢城

元山元山元山
安辺安辺安辺

利原利原利原

営州営州営州

黄　河黄　河黄　河

遼 水遼 水遼 水

鴨鴨鴨
緑緑緑江江江

江江江
長長長

黄　海黄　海黄　海 漢漢漢
水水水

遼東城遼東城遼東城

松松松
第第第二二二

花花花
江江江

江江江

江江江
丹丹丹

満満満

牡牡牡

豆豆豆

白
村
江
の
戦 耽羅耽羅耽羅

白村江の戦い

金
田
城

金
田
城

金
田
城

恰
土
城

恰
土
城

恰
土
城

大
野
城

大
野
城

大
野
城

大
廻
小
廻
山
城

大
廻
小
廻
山
城

大
廻
小
廻
山
城

鬼
城
山

鬼
城
山

鬼
城
山

城
山
城
山
城
山屋島
城

屋
島
城

屋
島
城

永
納
山
城

永
納
山
城

永
納
山
城

長門城長門城長門城

基肄城基肄城基肄城 太宰府太宰府太宰府

鞠智城鞠智城鞠智城

常城常城常城

茨城茨城茨城 城山城城山城城山城 三尾城三尾城三尾城
大津宮大津宮大津宮

高安城高安城高安城
飛鳥京飛鳥京飛鳥京

朝鮮式山城の分布

中村修也　『天智朝と東アジア　唐の支配から律令国家へ』
（日本放送出版協会・2015 年）より転載




